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ガバナーメッセージ 会員増強・ロータリー情報委員会セミナー開催報告　4月10日

国際ロータリー第2530地区
2021-22年度ガバナー

志　賀　利　彦

　５月は、若い人々の育成を支援するすべてのロー
タリーの活動に焦点を当てる『青少年奉仕月間』で
す。ロータリークラブは、この月間中、クラブの広報
等資料に『各ロータリアンは青少年の模範』のスロ
ーガンを利用するよう奨励されております。
　第2530地区青少年交換委員会のご尽力で、コロ
ナ禍で２年間延期になっておりました東北多地区合
同青少年交換スプリングキャンプ・４地区５県合同の
事業が、3月25日から27日の三日間、母畑温泉八幡
屋を会場として開催されました。2022-23年度派遣
予定の学生諸君８名とROTEXが参加し、極めて有
意義な、熱誠溢れる素晴らしい三日間となりました。
関係各位のご努力、ご高配に敬意を表する次第で
す。
　3月12日には、会長エレクト研修セミナー（PETS）
が開催されました。このセミナーと5月の『地区研修・
協議会』に出席することは、クラブ会長になるため
の必須要件です。ジェニフアー・ジョーンズRI会長エ
レクトの次世代のテーマは『イマジン・ロータリー』で
す。佐藤正道ガバナーエレクトが立案された地区の
方針をよく理解した上で、それぞれの会長がクラブ
の運営の適切な目標を立て、クラブ会長として大い
に実力を発揮してくれることを期待しております。
PETSは、通常であれば一泊二日の日程で一堂に会
して開催すべきですが、遺憾ながらコロナ問題未だ
収束せず、止むを得ず昨年に引き続き、Zoomによ

る開催となりました。
　3月28日には、会員増強・ロータリー情報委員会
主催によるセミナーが、オンラインにて開催されまし
た。講師の田中久夫先生は、高崎RCの会長年度に
驚異的な年間51名純増を実現され、2017-18年
度に第2840地区ガバナーを務められた方です。会
員増強とロータリー発展の心構え・戦略について素
晴らしいご講演・ご指導をいただき、受講者の皆さん
は会員増強のみならず、ロータリーの発展・改革・改
善に関する実践的戦略を学んだことと存じます。
　4月9日には、県南分区インターシティーミーティン
グが、コロナ問題を考慮し、対面とZoomのハイブリ
ッドで開催されました。『森は海の恋人』と題した畠
山重篤先生の基調講演や『リーダーズスピーチ・ク
ラブ活動と環境保全』をキーワードにした各クラブ
会長の報告も大変含畜があり印象深いものでした。
県南分区金田ガバナー補佐をはじめ準備に当たら
れた皆様に感謝いたします。
　昨年９月、ロータリー奉仕デーとして、宮城・福島・
茨城の海岸線を結んで、３県一斉に合同の海岸清
掃を実施することを決定しておりましたが、新型コロ
ナウイルス感染症拡大のため残念ながら、中止せざ
るをえなくなりました。、4月17日に規模を縮小し、い
わき分区のロータリー奉仕デーとして海岸清掃活
動を実施致しました。いわき分区阿部ガバナー補佐
をはじめ関係各位のお骨祈りを労い、困難な状況下
再度のご尽力で実施に至ったことに謝意を表する
次第です。
　今年度も残りわずかとなりました。Each 
One Bring Oneです。心ある会員諸兄が、まず自
分自身が新会員を一人勧誘する熱意を持ってこれ
から全力を傾注すれば、成果は期して待つべきもの
があると信じています。コロナだからと消極的になら
ず、ご自身がまず力強く新会員一人獲得に動いてく
れることを特にご期待申し上げます。

「会員増強1年で51人増強」
　　　　　本当に、あった話です。

いわき市のサカナ
各月12種の美味のご紹介
５月：ウグイ
　　　●ウグイは河口から渓流まで、棲み場所の範
　　　　囲が広く、雑食性なので、川筋や季節によ
　　　　っても味が異なる。しかし、那珂川筋の産
　　　　卵期のアイソは格別だ。寒のウグイの飴煮
　　　　も美味の部類だろう。
　画：（公財）ふくしま海洋科学館・アクアマリン
　　　　ふくしま　名誉館長　安部義孝（元いわき
　　　　小名浜RC）

　会員増強・ロータリー情報委員会セミナー
を4月10日に開催致しました。
　コロナ禍の為YouTube同時配信を行って、
セミナーに替えました、ユラックス熱海の
300名定員の大会議室で委員会委員含む、総
数20名でのリアル参加となりました。
　2530地区の委員長会議の間で、会員増強
を1年間で51名達成したクラブが日本に有る
との情報を掴みました。会長就任時、クラブ
の会員数が64名で、会長職離任時には115
名になり、入会金一人10万円×51名で510
万円を基金として毎年会員から別途年1万を
徴収して、地域に様々な活動（資金含）を供
与しているクラブがありました。そのクラブ
が、RI2840地区（群馬県）高崎RCです、
今回セミナーの講演をお願いいたしました田
中久夫先生は、正に会長在任中に51名の会
員増強をされた方です、通常では考えらない
桁違いの新入会員増強をどのようにして行っ
たかを知りたいと思い、セミナーの講師とし
てお越し頂くことになりました。田中先生の
お話をお聞きした所、会員増強するには壁が
あり会長になって一番腐心したのが、会員増
強だった言われました。田中先生は、会員増
強関係の講演に行くようになって気づいた事
柄が、各クラブにも共通している原因で、4
つ有るとの事でした。

　1番目は、シニア会員自らが自覚するべき
ことを正しく認識していない事、特に会長経

験者はクラブ運営に関しては卒業した気持ち
になっている、「クラブに十分に協力してき
たので、もういいだろう」という感覚が芽生
えるがクラブはやめようとはしない、各種の
寄付金やニコニコボックスへの出金は極めて
消極的で若手には手本になっていない、新入
会員のお手本になろうという思いを持った先
輩会員ならば信頼はごく自然と厚くなり、世
代を超えて楽しい時間を共有できる。

　2番目は、新入会員へのフォローが足りな
い事と、ロータリーへの理解を図る努力が足
りないし、新入会員は遠くない将来に、その
会員周りの人をRCに誘って来てくれる会員
増強委員です。その反面彼らがクラブを退会
する事により、他の人の入会の機会を失うこ
とになります、クラブに在籍することが有意
義だと思える環境を作ることが重要です、新
入会員を、お客様のようにおもてなしするの
ではなくロータリーを楽しんで好きになれる
ような教育を提供することが大切です。

　3番目は、その年度の会長・幹事にやる気
が無いこと。会員増強委員会を4年間勤めて
おりますが、会長・幹事の中には全く会員増
強へ取組意欲の無い方がいらっしゃいます。
増強は、会長・幹事へかかっています。

　4番目は、女性会員を入れられないこと。
全世界のロータリアンの内、女性会員の比率
は、23.7％　日本は7.04％（2020/6）です。
私が在籍する会津分区内にも、女性会員の入
会を認めないクラブがあります、刻々と変化
する時代の流れの中、どの様に対応ができる
のか皆さんと考えましょう。

　近くない将来に必ずクリアーしなければな
らない事柄です。文末にて、次回機会があり
ましたら、その方策等を記します。

委員長　江花　祥雄
（猪苗代 RC）

会員増強・ロータリー情報
委員会
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2022-23年度ロータリー財団地区補助金申請書評価会開催報告

県北第一分区「新会員オリエンテーション」開催報告

　2022年４月２日（土）午後２時より、福島市「クーラ
クーリアンテ サンパレス」にて県北第一分区「新会員
オリエンテーション」が開催され、ホストクラブを福島
南ロータリークラブが務めました。当日はRID2530大
橋廣治PG・平井義郎PGはじめ、新会員17名、クラブ
役員30名の会場参加者を頂きました。
　本年度はコロナ禍につき感染拡大防止策を徹底し
た上で、会場参加人数も制限を図りながらの運営で、
一部内容を変更しながらの開催となりました。
第１部に「ロータリーの基本」というテーマでＲＩＤ
2530PG平井義郎様を講師として、第２部は講義を
受けての感想やロータリークラブについて思うことな
どを新会員の皆様全員から発表いただき、ＲＩＤ
2530PG大橋廣治様より講評をいただきました。

　入会時にロータリーについてどのような教育を受け
たかでそれ以後のロータリーライフが大きく左右され
るとは思いますが、本日のオリエンテーションを通して
ロータリーについてもう一度勉強する機会に恵まれ、
ロータリーに関する知識が得られ、他クラブの会員と
の交流を深めることは出来ませんでしたが有意義な
時間となったことと思っております。
　結びに、ホストクラブの福島南ＲＣの皆様方と会場
を提供いただきま
したサンパレス様
に感謝申し上げ報
告とさせて頂きま
す。

県北第一分区　　　　　　　
ガバナー補佐　佐藤　宗弘

（福島西 RC）

社会・国際奉仕委員会セミナー　4月16日

日　時　2022年4月12日（火）
　　　　13時30分～17時30分
場　所　地区事務所
参加者　田久昌次郎財団委員長・大野順道補助
金委員長・太田丈人補助金委員・佐藤周一郎補
助金委員・菊池淳補助金委員・鈴木清友資金管
理委員・林克重財団副委員長・オブザーバー中
目公英次年度補助金委員（8名）
　ロータリー財団地区補助金申請書評価につい
て地区補助金委員会委員を中心に31RC地区補
助金申請書の内容確認と評価を行った。
確認・評価の主な項目は以下の通り
「補助金使用目的と使途明確性」・「プロジェ

クトの新規性」「ロータリアン参加計画状況」
「利害の対立」「協力団体との関連」「承認前
の経費発生可能性」「補助金セミナー出席・M 
OU提出」「3年前の財団寄付額時基準にした
補助金限度額」等
評価の仕組み
　3月末までに提出された補助金申請書を評価
するために準備した＜地区補助金申請書審査資
料一覧＞＜提出クラブ過去３年間の地区補助金
プロジェクト状況＞＜2022－23地区補助金概
要＞＜事前審査対応メモ＞＜評価基準表＞など
の資料を用い、1チーム2名の委員が8クラブ程
度を分担し評価を行い、最後に委員全員で評価
結果の総括を実施した。
　財団地区補助金申請をいただいたクラブの皆
様ありがとうござ
いました。
　実施に向け今後
ともよろしくお願
いします。

副委員長　林　克重
（福島南 RC）

ロータリー財団委員会

　委員会では昨年９月予定のセミナーをこの４月
16日に郡山ユラックス熱海の会場からオンライ
ンで開催することができました。
　委員会の第一の使命はクラブの社会奉仕・国
際奉仕活動に役
立つ情報の提供
です。今年度は
各小委員会で準
備をして３名の
講師にご講演を
いただきました。
　第一部では地
区社会奉仕委員会（渡辺勝委員長・郡山北ＲＣ）
主管により海洋プラスチックごみに関して２名の
講師においでいただきました。
　最初に「ふくしま海ごみ削減プロジェクトと海
洋プラスチックごみについて」、講師はクアマリン
ふくしま統括学芸員・ふくしま海ゴミ削減プロジ

ェクト実行委員長岩田雅
光氏です。世界中で年間
800万ｔのプラスチックゴ
ミが海に流出しており、放
っておくと2050年には10
億ｔになって魚の量（８億

ｔ）を超すという試算があります。海岸の19倍も
の量が海中にあります。紫外線で細かくなりなが
らも分解しないマイクロプラスチックは有害物質
を吸着し、海産物を経て人体に重大な悪影響を
およぼす懸念があります。人類全体の大問題で
す。岩田さんたちは、この問題を次世代に繰り越
さずに今から解決しはじめるために、「親の意識
を変えるために子供と行うイベント」を開催され
ています。社会奉仕への熱意あふれる取り組み
です。
　お二人目は、福島中央テレビ東京支社長の

佐々木聡氏による「ふくし
ま海ごみ削減プロジェクト
活動報告」です。「海ゴミ
抑制FUKUSHIMA宣
言」のもと、ゴルフやマラ
ソンの大型スポーツイベン

トでの啓発活動、地元スポーツ団体との連携、地
区内インターアクトも多数参加の「スポゴミ選手
権」参加等めざましい企画を成功させていらっし
ゃいます。クラブ単位の社会奉仕活動に大きな示
唆をいただきました。
　第二部は地区国際奉仕
委員会（野地トヨ子委員
長・二本松ＲＣ）による、
独立行政法人国際協力機
構二本松青年海外協力隊
訓練所所長の田中宏幸氏に「日本から世界を変
える」というテーマでお話ししていただきました。
「魚を与えるのではなく、釣り方を教える」ことや
興味深い話題が満載です。国際奉仕を職業とし
ている方の貴重な情報に触れ、日本政府の国際
協力の一端に触れました。クラブの国際奉仕活動
に機構のＨＰから多くの情報が得られると思い
ます。
　セミナー終了後には、会場に参加したメンバー
と講師で会場周辺の
ゴミ拾いをしました。
情熱に満ちた３名の講
師の皆さんと、約60名
の地区会員にご参加を
いただき委員会一同
感謝を申し上げます。

委員　中村　岳嗣
（猪苗代 RC）

国際奉仕委員会
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2022-23年度ロータリー財団地区補助金申請書評価会開催報告

県北第一分区「新会員オリエンテーション」開催報告

　2022年４月２日（土）午後２時より、福島市「クーラ
クーリアンテ サンパレス」にて県北第一分区「新会員
オリエンテーション」が開催され、ホストクラブを福島
南ロータリークラブが務めました。当日はRID2530大
橋廣治PG・平井義郎PGはじめ、新会員17名、クラブ
役員30名の会場参加者を頂きました。
　本年度はコロナ禍につき感染拡大防止策を徹底し
た上で、会場参加人数も制限を図りながらの運営で、
一部内容を変更しながらの開催となりました。
第１部に「ロータリーの基本」というテーマでＲＩＤ
2530PG平井義郎様を講師として、第２部は講義を
受けての感想やロータリークラブについて思うことな
どを新会員の皆様全員から発表いただき、ＲＩＤ
2530PG大橋廣治様より講評をいただきました。

　入会時にロータリーについてどのような教育を受け
たかでそれ以後のロータリーライフが大きく左右され
るとは思いますが、本日のオリエンテーションを通して
ロータリーについてもう一度勉強する機会に恵まれ、
ロータリーに関する知識が得られ、他クラブの会員と
の交流を深めることは出来ませんでしたが有意義な
時間となったことと思っております。
　結びに、ホストクラブの福島南ＲＣの皆様方と会場
を提供いただきま
したサンパレス様
に感謝申し上げ報
告とさせて頂きま
す。

県北第一分区　　　　　　　
ガバナー補佐　佐藤　宗弘

（福島西 RC）

社会・国際奉仕委員会セミナー　4月16日

日　時　2022年4月12日（火）
　　　　13時30分～17時30分
場　所　地区事務所
参加者　田久昌次郎財団委員長・大野順道補助
金委員長・太田丈人補助金委員・佐藤周一郎補
助金委員・菊池淳補助金委員・鈴木清友資金管
理委員・林克重財団副委員長・オブザーバー中
目公英次年度補助金委員（8名）
　ロータリー財団地区補助金申請書評価につい
て地区補助金委員会委員を中心に31RC地区補
助金申請書の内容確認と評価を行った。
確認・評価の主な項目は以下の通り
「補助金使用目的と使途明確性」・「プロジェ

クトの新規性」「ロータリアン参加計画状況」
「利害の対立」「協力団体との関連」「承認前
の経費発生可能性」「補助金セミナー出席・M 
OU提出」「3年前の財団寄付額時基準にした
補助金限度額」等
評価の仕組み
　3月末までに提出された補助金申請書を評価
するために準備した＜地区補助金申請書審査資
料一覧＞＜提出クラブ過去３年間の地区補助金
プロジェクト状況＞＜2022－23地区補助金概
要＞＜事前審査対応メモ＞＜評価基準表＞など
の資料を用い、1チーム2名の委員が8クラブ程
度を分担し評価を行い、最後に委員全員で評価
結果の総括を実施した。
　財団地区補助金申請をいただいたクラブの皆
様ありがとうござ
いました。
　実施に向け今後
ともよろしくお願
いします。

副委員長　林　克重
（福島南 RC）

ロータリー財団委員会

　委員会では昨年９月予定のセミナーをこの４月
16日に郡山ユラックス熱海の会場からオンライ
ンで開催することができました。
　委員会の第一の使命はクラブの社会奉仕・国
際奉仕活動に役
立つ情報の提供
です。今年度は
各小委員会で準
備をして３名の
講師にご講演を
いただきました。
　第一部では地
区社会奉仕委員会（渡辺勝委員長・郡山北ＲＣ）
主管により海洋プラスチックごみに関して２名の
講師においでいただきました。
　最初に「ふくしま海ごみ削減プロジェクトと海
洋プラスチックごみについて」、講師はクアマリン
ふくしま統括学芸員・ふくしま海ゴミ削減プロジ

ェクト実行委員長岩田雅
光氏です。世界中で年間
800万ｔのプラスチックゴ
ミが海に流出しており、放
っておくと2050年には10
億ｔになって魚の量（８億

ｔ）を超すという試算があります。海岸の19倍も
の量が海中にあります。紫外線で細かくなりなが
らも分解しないマイクロプラスチックは有害物質
を吸着し、海産物を経て人体に重大な悪影響を
およぼす懸念があります。人類全体の大問題で
す。岩田さんたちは、この問題を次世代に繰り越
さずに今から解決しはじめるために、「親の意識
を変えるために子供と行うイベント」を開催され
ています。社会奉仕への熱意あふれる取り組み
です。
　お二人目は、福島中央テレビ東京支社長の

佐々木聡氏による「ふくし
ま海ごみ削減プロジェクト
活動報告」です。「海ゴミ
抑制FUKUSHIMA宣
言」のもと、ゴルフやマラ
ソンの大型スポーツイベン

トでの啓発活動、地元スポーツ団体との連携、地
区内インターアクトも多数参加の「スポゴミ選手
権」参加等めざましい企画を成功させていらっし
ゃいます。クラブ単位の社会奉仕活動に大きな示
唆をいただきました。
　第二部は地区国際奉仕
委員会（野地トヨ子委員
長・二本松ＲＣ）による、
独立行政法人国際協力機
構二本松青年海外協力隊
訓練所所長の田中宏幸氏に「日本から世界を変
える」というテーマでお話ししていただきました。
「魚を与えるのではなく、釣り方を教える」ことや
興味深い話題が満載です。国際奉仕を職業とし
ている方の貴重な情報に触れ、日本政府の国際
協力の一端に触れました。クラブの国際奉仕活動
に機構のＨＰから多くの情報が得られると思い
ます。
　セミナー終了後には、会場に参加したメンバー
と講師で会場周辺の
ゴミ拾いをしました。
情熱に満ちた３名の講
師の皆さんと、約60名
の地区会員にご参加を
いただき委員会一同
感謝を申し上げます。

委員　中村　岳嗣
（猪苗代 RC）

国際奉仕委員会
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2021-22年度　東北多地区合同青少年交換スプリングキャンプ

　コロナ禍により2年間延期になっておりました
が、3月25日（金）、26日（土）、27日（日）の3
日間、母畑温泉の八幡屋を会場に3年目にして
ようやく開催することが出来ました。前回のキャ
ンプでは2520地区（宮城、岩手県）、2530地
区（福島県）、2800地区（山形県）の3地区で行
っておりましたが今回は2540地区（秋田県）も
参加していただき
4地区合同となり
ました。
　このスプリング
キャンプは、数あ
るオリエンテーシ
ョンの中でも最も
重要なもので、派遣学生達にとっては最も大切
な事を学ぶ場となっております。
　オープニングセレモニーは、当地区の大木和
彦青少年奉仕委員長の司会進行のもと、来賓
挨拶に志賀利彦ガバナーより暖かい激励のお
言葉をいただき、芳賀裕地区青少年担当相談
役PGにはこのキャンプの意義などについての
説明、留学してからの心構え等、そして激励の
言葉をいただきました。その後各自の自己紹介
が行われ、研修に入りました。

　初日第一回目の
研修は「良き親善
大使になるために」
という題目で、行わ
れました。講師は
2800地区の大滝正
博青少年交換・学

友小委員長でROTEX（元派遣学生）であった
経験を通して、派遣学生の在り方を切 と々講演
していただきました。
　休憩の後、ROTEXによる「留学」シュミレー

ションの研修が行われ、交流会（夕食）後に、ま
た研修というハードスケージュールでした。

　二日目は、朝食後
に当地区の渡辺浩
子RIJYEM研修委
員による「危機管理
について」という、
海外にて起こりうる
危機に対応する為

の研修をしていただきました。その後休憩をは
さみROTEXによる「ホストファミリーライフ」シ
ュミレーション研修を行い昼食、休憩後に
D2520地区の佐藤剛青少年交換（長期）委員
長により「留学の心得」という題で、主に会話を
するときに大事な心得、「大きな声で、笑顔を
絶やさず、はっきり相手を見て意思表示するこ
と」の大切さを派
遣学生達とROTEX
の皆さんに流暢な
英語を交えながら
時には優しく、時に
は厳しく、時にはユ
ーモアをもって語り
かける講演をいただき私たちロータリアンもす
っかり聞き入ってしまいました。休憩をはさみ
ROTEXによる「スクールライフ」シュミレーショ
ン、留学先の文化風習などについての研修が行
われ夕食後には最終日の「派遣学生の決意表
明」のための準備をROTEXの皆さんが明け方
近くまで、指導をしていただきました。頭が下が
ります。
　三日目は、いよいよ「派遣学生の決意表明」8
名の派遣学生がそれぞれが5分間から10分間
程度英語での決意表明をしました。派遣学生た
ちの発表は途切れがちになりながらも、笑顔で、
大きな声で、一生懸命意思を伝えようとしてい
るのが見て取れたので安堵しましたし、留学の
第一歩を踏み出せたことを心強く感じました。
　クロージングセレモニーでは当地区の佐藤正
道ガバナーエレクトの講評と2800地区佐藤孝
子ガバナーエレクトの講評、ROTEXの皆さん

からの感想・激励の言葉をいただき、スプリン
グキャンプは無事に終了することができました。
　終わりに、今回会場を提供していただきまし
た八幡屋さん、お手伝いいただいた石川ロータ
リークラブの皆さん、司会進行をして下さった
大木和彦さん、講師を務めていただいた大滝正
博さん、渡辺浩子さん、佐藤剛さん、青少年交
換委員会の皆さん、そして後輩のために一生懸
命、親身に指導・研修していただいたROTEX
の皆さん、に感謝申し上げます。

参加者
2530地区　ロータリアン12名、ROTEX 7名、
派遣学生 2名
2540地区　ロータリアン2名、派遣学生2名

2800地区　ロータリアン4名、ROTEX 3名、
派遣学生 4名
2520地区　ロータリアン 1名青少年交換委員会

委員長　原田　康博
（いわき平東 RC）

県南分区インターシティーミーティング開催報告　4月9日

　県南分区インターシティーミーティングは
2022年4月9日土曜日に西郷村にある「グラ
ンドエクシブ那須白河」にて志賀利彦ガバナ
ー、芳賀裕パストガバナー、鈴木美恵子ガバ

ナー補佐、生
江一善ガバナ
ー補佐および
分区内8クラ
ブ（ 2 3 0余
名）116名の
ロータリアン

の参加のもと鈴木和夫白河市長と髙橋廣志西
郷村長を来賓にお迎えして開催されました。
　コロナ感染症対策もしっかりと行いリモー
トによる参加も念頭に対面とZoomのハイブ
リッドでの開催となりました。
　「Take Sustainable Action・持続可能な
行動を起こそう：明日へ未来へ次世代へ超我
の奉仕をつないでいこう」をテーマに掲げま
した。
IM開催に先立ち芳賀裕PGを講師にお招きし
「新会員セミナー」が開催され新会員12名
とオブザーバー参加10名ほど（計22名）で
ロータリーの
基礎知識を学
びました。
　基調講演は
気仙沼の牡蠣
漁師で京都大
学自然科学の
教授である畠山重篤様（国連のフォレストヒ
ーロー授賞など数多くの受賞あり）に「森は
海の恋人」と題して豊かな森は豊かな海を育
んでいること、森と山の成分が海の生態系に
重要であることなどを世界の事例をもとにご

講義されました。まさに持続可能な環境とそ
れに対するロータリーの「環境の保全（7つ
目の重点目標）」にタイムリーな講演でした。
　続いて各ク
ラブの会長に
よる「リーダ
ーズスピー
チ・クラブ活
動と環境保
全」をキーワ
ードに各クラブの活動内容が報告され、芳賀
裕PGよりご講評をいただきました。
　夕方より「ノンアルコール懇親食事会」が
開催されました。チェロ演奏によるオープニ
ングコンサートで幕を開け、グランドエクシ
ブ総料理長の渾身の料理に舌鼓を打ち和やか
に会をすすめ“手をつながない”「手に手つ
ないで」を合唱し楽しい時間を締めくくりま
した。
　対面での開催には慎重な意見もありました
がここ2年間の感染対策の経験をいかして行
えたことは主管クラブの白河西ロータリーク
ラブ会員とそれを快く承諾してご参加いただ
けた分区内ロータリアンの寛容と友情のおか
げと心より感謝しております。
　IM開催の目的である「研鑽と交流」を深
めることができアフターコロナを見すえて活
力あるロータリー活動の一助となったことと
思います。
　関係各位に感謝を申し上げ報告とします。

ガバナー補佐　金田　　昇
（白河西 RC）

県南分区

９
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からの感想・激励の言葉をいただき、スプリン
グキャンプは無事に終了することができました。
　終わりに、今回会場を提供していただきまし
た八幡屋さん、お手伝いいただいた石川ロータ
リークラブの皆さん、司会進行をして下さった
大木和彦さん、講師を務めていただいた大滝正
博さん、渡辺浩子さん、佐藤剛さん、青少年交
換委員会の皆さん、そして後輩のために一生懸
命、親身に指導・研修していただいたROTEX
の皆さん、に感謝申し上げます。

参加者
2530地区　ロータリアン12名、ROTEX 7名、
　　　　　　派遣学生 2名
2540地区　ロータリアン2名、派遣学生2名
2800地区　ロータリアン4名、ROTEX 3名、
　　　　　 派遣学生 4名
2520地区　ロータリアン 1名
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これからの中央分区を担う新ロータリアン新会員研修で学ぶ　4月17日

　中央分区では、4月17日（日）、ベルヴィ郡山館で「新
会員研修」を実施した。講師は、長年、県北第一、第二
分区の新会員研修を担当され、毎年、ロータリーの新情
報を取り入れながら、分かりやすい講話をしてくださると
いう定評がある阿久津肇パストガバナーにお願いした。
約一時間、パワーポイントを使い、「国際ロータリーの沿
革と奉仕の理念」について、体系的で興味深いお話を
していただいた。
　そのあと、所属クラブが異なる新会員でグループを作
り、先輩会員にファシリテーターをお願いし、「今日学ん
だこと」「これからやってみたい奉仕活動」というテーマ
で話し合いを行った。それぞれのグループで講話につい
ての感想、今後の奉仕活動について、活発に意見交換
が行われた。最後に、各グループから話し合いの内容を
発表していただき、貴重な話し合いの内容を共有するこ
とができた。以下に話し合いの内容を紹介させていただ
く。

＜今日学んだこと＞
①他のクラブの方と出会い、話ができて良かった。（メ
イキャップのことについても紹介）
②「ロータリーとは何か」と質問したことがあるが、な
かなかスッキリとした答えが返ってこなかった。今日
の講話を聴き、ロータリーの活動を楽しみ、様々なこ
とを学び、活動していく中で、自分なりのロータリー
というものがつかめるのではないかと思った。
③「四つのテスト」について、英語の四つのテストの内
容を説明していただき、その意味をより明確に理解
することができた。この「四つのテスト」ができた背
景に、シカゴクラブのハーバードテーラーが、1932
年に大きな負債で倒産の危機にあった会社の再建
を依頼されて作ったものだということを知り、「四つ
のテスト」の内容が、自分の会社に生かせる内容で
あると考えた。実際に生かしてみようと思った。
④新会員オリエンテーションの最初に、ロータリアンに
とって大切なこととして、阿久津先生から「楽しむ」
「学ぶ」「奉仕する」ことが挙げられた。そして、「楽
しむ」ためには、野球でも、将棋でもそうであるが、
ルールを知らなければ楽しむことができないし、初
めにルールを知る必要がある、という話があり、とて
も納得がいった。そのロータリーのルールにあたる
ものが、講話の中で学べて大変腑に落ちた。
⑤ロータリーについて根幹的なことを学んで、大変役

に立った。奉仕活動をしたいと思っても、一人ではな
かなかできないので、ロータリーという組織の中で
様々な奉仕活動ができればと考えた。クラブの中の
委員会や他のクラブと協力して行うことも可能だと
いうことが分かった。謙虚に学びつつ、少しずつリー
ダーシップを発揮できるようになり、深くロータリー
とかかわっていきたいと思った。

＜これからやってみたい奉仕活動＞
①今、様々なところで行われている「子ども食堂」につ
いて情報を集め、より良い「子ども食堂」の運営な
どに協力できたらと考えている。
②知り合いのNPOが行っている障がいがある子ども
たちが楽しくスポーツに取り組むための支援を行っ
ている団体に親子で協力している。ロータリークラ
ブでもそうした活動に協力できたら良いと思った。
③今は、なかなか難しい状況ではあるが、国際的な奉
仕もあるそうなので、機会があれば参加してみたい。

　一つ一つの意見がとても貴重なものであり、感心して
聞かせていただいた。本来は、昨年度、中央分区のクラ
ブに入会された多くの新会員を大歓迎しつつ、新会員
研修を行い、互いの交流、親睦を深める予定であった。
様々な行事や事情が重なり、残念ながら参加者は少な
かったが、ロータリーの基礎を学びつつ、新会員の皆様
と率直に話しをすることができ、大変良い研修になった。
また、新会員研修というこのステップを大切にすること
が、その後の新会員のロータリーとのかかわり方を決め
る重要な機会になるのではないかとも感じた。今回の新
会員研修の成果を生かし、次年度はさらに充実したもの
にできるよう引き継いでいきたい。
　最後に、長年の研鑽と豊富な経験に裏打ちされた素
晴らしい講話をしていただいた阿久津肇パストガバナー
に心から感謝を申し上げます。また、参加された新会員、
先輩会員の皆様の真摯に学ぶ姿勢に敬意を表したいと
思います。今回の研修を生かし、ロータリーの活動を楽
しみ、学び、より充実した内容の奉仕ができるよう協力し
ていきたいと思います。ありがとうございました。

ガバナー補佐　鈴木美恵子
（福島グローバル RC）

中央分区
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2021-22年度　東北多地区合同青少年交換スプリングキャンプ

　コロナ禍により2年間延期になっておりました
が、3月25日（金）、26日（土）、27日（日）の3
日間、母畑温泉の八幡屋を会場に3年目にして
ようやく開催することが出来ました。前回のキャ
ンプでは2520地区（宮城、岩手県）、2530地
区（福島県）、2800地区（山形県）の3地区で行
っておりましたが今回は2540地区（秋田県）も
参加していただき
4地区合同となり
ました。
　このスプリング
キャンプは、数あ
るオリエンテーシ
ョンの中でも最も
重要なもので、派遣学生達にとっては最も大切
な事を学ぶ場となっております。
　オープニングセレモニーは、当地区の大木和
彦青少年奉仕委員長の司会進行のもと、来賓
挨拶に志賀利彦ガバナーより暖かい激励のお
言葉をいただき、芳賀裕地区青少年担当相談
役PGにはこのキャンプの意義などについての
説明、留学してからの心構え等、そして激励の
言葉をいただきました。その後各自の自己紹介
が行われ、研修に入りました。

　初日第一回目の
研修は「良き親善
大使になるために」
という題目で、行わ
れました。講師は
2800地区の大滝正
博青少年交換・学

友小委員長でROTEX（元派遣学生）であった
経験を通して、派遣学生の在り方を切 と々講演
していただきました。
　休憩の後、ROTEXによる「留学」シュミレー

ションの研修が行われ、交流会（夕食）後に、ま
た研修というハードスケージュールでした。

　二日目は、朝食後
に当地区の渡辺浩
子RIJYEM研修委
員による「危機管理
について」という、
海外にて起こりうる
危機に対応する為

の研修をしていただきました。その後休憩をは
さみROTEXによる「ホストファミリーライフ」シ
ュミレーション研修を行い昼食、休憩後に
D2520地区の佐藤剛青少年交換（長期）委員
長により「留学の心得」という題で、主に会話を
するときに大事な心得、「大きな声で、笑顔を
絶やさず、はっきり相手を見て意思表示するこ
と」の大切さを派
遣学生達とROTEX
の皆さんに流暢な
英語を交えながら
時には優しく、時に
は厳しく、時にはユ
ーモアをもって語り
かける講演をいただき私たちロータリアンもす
っかり聞き入ってしまいました。休憩をはさみ
ROTEXによる「スクールライフ」シュミレーショ
ン、留学先の文化風習などについての研修が行
われ夕食後には最終日の「派遣学生の決意表
明」のための準備をROTEXの皆さんが明け方
近くまで、指導をしていただきました。頭が下が
ります。
　三日目は、いよいよ「派遣学生の決意表明」8
名の派遣学生がそれぞれが5分間から10分間
程度英語での決意表明をしました。派遣学生た
ちの発表は途切れがちになりながらも、笑顔で、
大きな声で、一生懸命意思を伝えようとしてい
るのが見て取れたので安堵しましたし、留学の
第一歩を踏み出せたことを心強く感じました。
　クロージングセレモニーでは当地区の佐藤正
道ガバナーエレクトの講評と2800地区佐藤孝
子ガバナーエレクトの講評、ROTEXの皆さん

からの感想・激励の言葉をいただき、スプリン
グキャンプは無事に終了することができました。
　終わりに、今回会場を提供していただきまし
た八幡屋さん、お手伝いいただいた石川ロータ
リークラブの皆さん、司会進行をして下さった
大木和彦さん、講師を務めていただいた大滝正
博さん、渡辺浩子さん、佐藤剛さん、青少年交
換委員会の皆さん、そして後輩のために一生懸
命、親身に指導・研修していただいたROTEX
の皆さん、に感謝申し上げます。

参加者
2530地区　ロータリアン12名、ROTEX 7名、
派遣学生 2名
2540地区　ロータリアン2名、派遣学生2名

2800地区　ロータリアン4名、ROTEX 3名、
派遣学生 4名
2520地区　ロータリアン 1名青少年交換委員会

委員長　原田　康博
（いわき平東 RC）

県南分区インターシティーミーティング開催報告　4月9日

　県南分区インターシティーミーティングは
2022年4月9日土曜日に西郷村にある「グラ
ンドエクシブ那須白河」にて志賀利彦ガバナ
ー、芳賀裕パストガバナー、鈴木美恵子ガバ

ナー補佐、生
江一善ガバナ
ー補佐および
分区内8クラ
ブ（ 2 3 0余
名）116名の
ロータリアン

の参加のもと鈴木和夫白河市長と髙橋廣志西
郷村長を来賓にお迎えして開催されました。
　コロナ感染症対策もしっかりと行いリモー
トによる参加も念頭に対面とZoomのハイブ
リッドでの開催となりました。
　「Take Sustainable Action・持続可能な
行動を起こそう：明日へ未来へ次世代へ超我
の奉仕をつないでいこう」をテーマに掲げま
した。
IM開催に先立ち芳賀裕PGを講師にお招きし
「新会員セミナー」が開催され新会員12名
とオブザーバー参加10名ほど（計22名）で
ロータリーの
基礎知識を学
びました。
　基調講演は
気仙沼の牡蠣
漁師で京都大
学自然科学の
教授である畠山重篤様（国連のフォレストヒ
ーロー授賞など数多くの受賞あり）に「森は
海の恋人」と題して豊かな森は豊かな海を育
んでいること、森と山の成分が海の生態系に
重要であることなどを世界の事例をもとにご

講義されました。まさに持続可能な環境とそ
れに対するロータリーの「環境の保全（7つ
目の重点目標）」にタイムリーな講演でした。
　続いて各ク
ラブの会長に
よる「リーダ
ーズスピー
チ・クラブ活
動と環境保
全」をキーワ
ードに各クラブの活動内容が報告され、芳賀
裕PGよりご講評をいただきました。
　夕方より「ノンアルコール懇親食事会」が
開催されました。チェロ演奏によるオープニ
ングコンサートで幕を開け、グランドエクシ
ブ総料理長の渾身の料理に舌鼓を打ち和やか
に会をすすめ“手をつながない”「手に手つ
ないで」を合唱し楽しい時間を締めくくりま
した。
　対面での開催には慎重な意見もありました
がここ2年間の感染対策の経験をいかして行
えたことは主管クラブの白河西ロータリーク
ラブ会員とそれを快く承諾してご参加いただ
けた分区内ロータリアンの寛容と友情のおか
げと心より感謝しております。
　IM開催の目的である「研鑽と交流」を深
めることができアフターコロナを見すえて活
力あるロータリー活動の一助となったことと
思います。
　関係各位に感謝を申し上げ報告とします。

ガバナー補佐　金田　　昇
（白河西 RC）

県南分区

９
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「ウクライナにおける人道的危機に対応するための
災害救援基金（ウクライナ支援）」の現況

　ロータリー財団管理委員の三木明氏（姫路RC）から支援状況の報告が
　届きました。
▶日本のロータリーからの災害救援基金（ウクライナ支援）への
　支援現況 （3月末）
　　・DDF：日本の34地区中14地区から535,000ドル。
　　　　　　 他3地区が寄贈を検討中。
　　・現金寄付：750,000ドル以上（3月仮集計）。
　　※世界では、DDFを含めて約7,300,000ドル。
　　※4月中旬現在10,400,000ドル（財団室NEWS 5月号より）

写真はポーランドのロータリアン Piotr Wygnańczuk さんが取り組んでいる
救援活動の様子です。
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ロータリー奉仕デー　4月17日 新 会 員 紹 介

物 故 会 員

謹んでご冥福をお祈り申し上げます

●県南分区　須賀川 RC

2022年 3月 6日　ご逝去
享年　68歳　
ロータリー歴 24年

田代　直也 たしろ　なおや

おおほり　なおたか

●入 会 日　2022年 3月 30日
●職業分類　水処理業
●勤 務 先　株式会社ダイキアクシス　福島営業所

大堀　通宝
●県北第一分区　福島南 RC

あきやま　たかのり

●入 会 日　2022年 3月 29日
●職業分類　建設業
●勤 務 先　日章重設㈱

秋山　貴紀
●会津分区　会津若松城南 RC

すずき しょうた

●入 会 日　2022年 3月 1日
●職業分類　金融業
●勤 務 先　いわき信用組合　湯本支店

鈴木　渉太
●いわき分区　いわき常磐 RC

あおた　まさお

●入 会 日　2022年 3月 1日
●職業分類　銀行
●勤 務 先　相双五城信用組合

青田　正雄
●相双分区　南相馬 RC

ささき　としゆき

●入 会 日　2022年 3月 2日
●職業分類　団体職員
●勤 務 先　福島さくら農協　船引支店

佐々木　俊幸
●県中分区　船引 RC

〇〇〇　〇〇〇

●入 会 日　2022年■月■日
●職業分類　■■■■
●勤 務 先　■■■■■■■■

〇〇　〇〇
●■■■■分区　■■■■■■■■RC

　「いわき分区９クラブ合同で、何か奉仕活
動をしてほしい。」
志賀利彦ガバナーから2020年11月、志賀ガ
バナーエレクト国際協議会壮行会の席上で宿
題が与えられました。自分のロータリー歴の
中では、９クラブ合同の奉仕活動は経験がな
く、途方に暮れていました。そこに助け舟を
出してくれたのが、志賀ガバナーの出身クラ
ブ、小名浜RCの村田裕之会長です。様々な
情報を収集して、合同の奉仕活動のアイディ
アを提案していただき、行政との連絡、諸手
続きを行っていただきました。
2021年９月12日、茨城県の2820地区・宮
城県の2520地区・2530地区からはいわき分
区と相双分区が太平洋岸の海岸線を一線に結
び、３県一斉にロータリー奉仕デーとして、
海岸清掃を実施することになりました。しか
し新型コロナウイルスの感染が拡大、福島県
にもまん延防止等重点措置が発出されており、
中止せざろう得ない事態となりました。

　今回2022年４月17日は、前回の仕切直し。
国際ロータリー2530地区いわき分区のロー

タリー奉仕デーとして、海岸清掃活動を実施
することができました。
　いわき分区９クラブ（平・小名浜・勿来・
内郷・常磐・平東・四倉・桜・平中央）全ク
ラブからロータリアンとそのご家族、３つの
インターアクトクラブ、米山奨学生、それに
会員の企業の社員の皆様、総勢200名を超え
る皆様にご協力をいただき、いわき市内の薄
磯海岸とその周辺の駐車場・公園・緑地帯、
勿来海岸とその周辺地域の二つの海岸で清掃
活動を行いました。なおサプライズゲストと
して福島中央テレビで活躍中のブンケンさん
に登場していただき、最初はおとなしかった
インターアクトクラブメンバーたちを元気づ
け、一番の働き頭にしてくれました。

今回の清掃活動を通じて、地球規模で環境問
題となっている、海洋プラスティックゴミを
少しでも削減し、そしてこれからの観光シー
ズンに向けて、きれいな海岸でお客様を迎え
られるようゴミ拾いを行いました。また日頃
の生活においても、プラスティックゴミを排
出しないよう、リサイクル運動に気を付けて
いただく一助になればと思っています。

いわき分区
ガバナー補佐　阿部　弘行

（いわき平 RC）
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「ウクライナにおける人道的危機に対応するための
災害救援基金（ウクライナ支援）」の現況

　ロータリー財団管理委員の三木明氏（姫路RC）から支援状況の報告が
　届きました。
▶日本のロータリーからの災害救援基金（ウクライナ支援）への
　支援現況 （3月末）
　　・DDF：日本の34地区中14地区から535,000ドル。
　　　　　　 他3地区が寄贈を検討中。
　　・現金寄付：750,000ドル以上（3月仮集計）。
　　※世界では、DDFを含めて約7,300,000ドル。
　　※4月中旬現在10,400,000ドル（財団室NEWS 5月号より）

写真はポーランドのロータリアン Piotr Wygnańczuk さんが取り組んでいる
救援活動の様子です。

RID2530  GOVERNOR＇S  MONTHLY  LETTER  VOL.11

ロータリー奉仕デー　4月17日 新 会 員 紹 介

物 故 会 員

謹んでご冥福をお祈り申し上げます

●県南分区　須賀川 RC

2022年 3月 6日　ご逝去
享年　68歳　
ロータリー歴 24年

田代　直也 たしろ　なおや

おおほり　なおたか

●入 会 日　2022年 3月 30日
●職業分類　水処理業
●勤 務 先　株式会社ダイキアクシス　福島営業所

大堀　通宝
●県北第一分区　福島南 RC

あきやま　たかのり

●入 会 日　2022年 3月 29日
●職業分類　建設業
●勤 務 先　日章重設㈱

秋山　貴紀
●会津分区　会津若松城南 RC

すずき しょうた

●入 会 日　2022年 3月 1日
●職業分類　金融業
●勤 務 先　いわき信用組合　湯本支店

鈴木　渉太
●いわき分区　いわき常磐 RC

あおた　まさお

●入 会 日　2022年 3月 1日
●職業分類　銀行
●勤 務 先　相双五城信用組合

青田　正雄
●相双分区　南相馬 RC

ささき　としゆき

●入 会 日　2022年 3月 2日
●職業分類　団体職員
●勤 務 先　福島さくら農協　船引支店

佐々木　俊幸
●県中分区　船引 RC

〇〇〇　〇〇〇

●入 会 日　2022年■月■日
●職業分類　■■■■
●勤 務 先　■■■■■■■■

〇〇　〇〇
●■■■■分区　■■■■■■■■RC

　「いわき分区９クラブ合同で、何か奉仕活
動をしてほしい。」
志賀利彦ガバナーから2020年11月、志賀ガ
バナーエレクト国際協議会壮行会の席上で宿
題が与えられました。自分のロータリー歴の
中では、９クラブ合同の奉仕活動は経験がな
く、途方に暮れていました。そこに助け舟を
出してくれたのが、志賀ガバナーの出身クラ
ブ、小名浜RCの村田裕之会長です。様々な
情報を収集して、合同の奉仕活動のアイディ
アを提案していただき、行政との連絡、諸手
続きを行っていただきました。
2021年９月12日、茨城県の2820地区・宮
城県の2520地区・2530地区からはいわき分
区と相双分区が太平洋岸の海岸線を一線に結
び、３県一斉にロータリー奉仕デーとして、
海岸清掃を実施することになりました。しか
し新型コロナウイルスの感染が拡大、福島県
にもまん延防止等重点措置が発出されており、
中止せざろう得ない事態となりました。

　今回2022年４月17日は、前回の仕切直し。
国際ロータリー2530地区いわき分区のロー

タリー奉仕デーとして、海岸清掃活動を実施
することができました。
　いわき分区９クラブ（平・小名浜・勿来・
内郷・常磐・平東・四倉・桜・平中央）全ク
ラブからロータリアンとそのご家族、３つの
インターアクトクラブ、米山奨学生、それに
会員の企業の社員の皆様、総勢200名を超え
る皆様にご協力をいただき、いわき市内の薄
磯海岸とその周辺の駐車場・公園・緑地帯、
勿来海岸とその周辺地域の二つの海岸で清掃
活動を行いました。なおサプライズゲストと
して福島中央テレビで活躍中のブンケンさん
に登場していただき、最初はおとなしかった
インターアクトクラブメンバーたちを元気づ
け、一番の働き頭にしてくれました。

今回の清掃活動を通じて、地球規模で環境問
題となっている、海洋プラスティックゴミを
少しでも削減し、そしてこれからの観光シー
ズンに向けて、きれいな海岸でお客様を迎え
られるようゴミ拾いを行いました。また日頃
の生活においても、プラスティックゴミを排
出しないよう、リサイクル運動に気を付けて
いただく一助になればと思っています。

いわき分区
ガバナー補佐　阿部　弘行

（いわき平 RC）



3月会員数報告とMy ROTARY 登録率・生年月日登録率

例会

郡　山 98 ( 0 ) 98 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 8 ( 0 ) 90 ( 0 ) 2 24.44 ％ 22.45 ％
郡山西 38 ( 0 ) 40 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 39 ( 0 ) 3 75.00 ％ 7.50 ％
郡山東 34 ( 3 ) 35 ( 3 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 35 ( 3 ) 2 85.71 ％ 60.00 ％
郡山南 90 ( 12 ) 87 ( 13 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 86 ( 13 ) 4 77.27 ％ 100.00 ％
郡山北 39 ( 1 ) 40 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 40 ( 0 ) 3 55.00 ％ 20.00 ％
郡山西北 42 ( 1 ) 42 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 42 ( 0 ) 3 30.95 ％ 11.90 ％
郡山安積 51 ( 3 ) 50 ( 3 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 50 ( 3 ) 4 28.00 ％ 22.00 ％
郡山アーバン 30 ( 15 ) 29 ( 15 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 29 ( 15 ) 3 68.97 ％ 31.03 ％
郡山コスモス 15 ( 4 ) 16 ( 2 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 16 ( 2 ) 1 75.00 ％ 62.50 ％
福島グローバル 18 ( 2 ) 17 ( 2 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 17 ( 2 ) 3 70.59 ％ 94.12 ％

中央分区小計 455 ( 41 ) 454 ( 38 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 10 ( 0 ) 444 ( 38 ) 28 59.09 ％ 43.15 ％
福　島 94 ( 5 ) 95 ( 7 ) 0 ( 0 ) 6 ( 0 ) 6 ( 0 ) 95 ( 7 ) 2 98.88 ％ 96.81 ％
二本松 37 ( 2 ) 40 ( 5 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 40 ( 5 ) 3 60.00 ％ 95.00 ％
福島南 70 ( 6 ) 67 ( 6 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 68 ( 6 ) 3 71.01 ％ 100.00 ％
福島西 23 ( 2 ) 23 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 23 ( 1 ) 3 78.26 ％ 100.00 ％
福島中央 50 ( 3 ) 52 ( 4 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 52 ( 4 ) 4 100.00 ％ 100.00 ％
二本松あだたら 35 ( 5 ) 35 ( 5 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 35 ( 5 ) 3 91.43 ％ 97.14 ％
福島２１ 42 ( 4 ) 42 ( 4 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 42 ( 4 ) 4 95.24 ％ 97.62 ％
県北第一分区小計 351 ( 27 ) 354 ( 32 ) 0 ( 0 ) 7 ( 0 ) 6 ( 0 ) 355 ( 32 ) 22 84.97 ％ 98.08 ％

会津若松 51 ( 0 ) 52 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 3 ( 0 ) 49 ( 0 ) 4 36.54 ％ 92.31 ％
喜多方 42 ( 0 ) 44 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 43 ( 0 ) 5 95.35 ％ 100.00 ％
会津若松西 24 ( 0 ) 26 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 25 ( 1 ) 4 56.00 ％ 92.00 ％
猪苗代 26 ( 4 ) 26 ( 3 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 26 ( 3 ) 3 88.46 ％ 88.46 ％
会津坂下 32 ( 0 ) 33 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 33 ( 0 ) 4 69.70 ％ 12.12 ％
田　島 33 ( 0 ) 35 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 34 ( 0 ) 0 62.86 ％ 71.43 ％
会津若松南 16 ( 1 ) 15 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 15 ( 1 ) 2 33.33 ％ 100.00 ％
会津若松城南 24 ( 0 ) 25 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 26 ( 0 ) 4 42.31 ％ 100.00 ％
喜多方中央 32 ( 1 ) 31 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 31 ( 1 ) 4 80.65 ％ 96.77 ％
会津若松中央 19 ( 8 ) 21 ( 6 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 21 ( 6 ) 3 85.00 ％ 95.00 ％

会津分区小計 299 ( 14 ) 308 ( 12 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 6 ( 0 ) 303 ( 12 ) 33 65.02 ％ 84.81 ％
いわき平 50 ( 0 ) 50 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 51 ( 0 ) 4 22.45 ％ 98.00 ％
いわき小名浜 70 ( 0 ) 72 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 72 ( 0 ) 2 29.17 ％ 97.22 ％
いわき勿来 39 ( 0 ) 42 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 41 ( 0 ) 4 32.50 ％ 100.00 ％
いわき内郷 25 ( 1 ) 25 ( 3 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 25 ( 3 ) 1 28.00 ％ 56.00 ％
いわき常磐 20 ( 0 ) 19 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 20 ( 0 ) 0 35.29 ％ 29.41 ％
いわき平東 38 ( 2 ) 38 ( 3 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 38 ( 3 ) 3 89.74 ％ 87.18 ％
いわき四倉 11 ( 3 ) 11 ( 3 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 11 ( 3 ) 0 27.27 ％ 100.00 ％
いわき平中央 29 ( 4 ) 30 ( 4 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 30 ( 4 ) 4 25.81 ％ 93.33 ％
いわき桜 15 ( 15 ) 14 ( 14 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 1 ) 13 ( 13 ) 3 92.31 ％ 100.00 ％

いわき分区小計 297 ( 25 ) 301 ( 27 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 3 ( 1 ) 301 ( 26 ) 21 42.50 ％ 84.57 ％
飯　坂 41 ( 4 ) 41 ( 4 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 41 ( 4 ) 1 100.00 ％ 100.00 ％
福島北 53 ( 1 ) 53 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 52 ( 1 ) 4 100.00 ％ 100.00 ％
保　原 28 ( 1 ) 29 ( 3 ) 0 ( 0 ) 3 ( 0 ) 3 ( 0 ) 29 ( 3 ) 3 62.07 ％ 100.00 ％
福島東 40 ( 3 ) 39 ( 3 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 39 ( 3 ) 1 84.62 ％ 100.00 ％
梁　川 17 ( 1 ) 16 ( 2 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 16 ( 2 ) 2 75.00 ％ 100.00 ％
川　俣 36 ( 2 ) 36 ( 2 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 36 ( 2 ) 2 65.71 ％ 100.00 ％
福島しんたつ 21 ( 3 ) 17 ( 2 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 17 ( 2 ) 2 52.94 ％ 100.00 ％
県北第二分区小計 236 ( 15 ) 231 ( 17 ) 0 ( 0 ) 3 ( 0 ) 4 ( 0 ) 230 ( 17 ) 15 77.19 ％ 100.00 ％

白　河 42 ( 3 ) 40 ( 2 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 40 ( 2 ) 3 29.27 ％ 17.07 ％
須賀川 45 ( 0 ) 46 ( 1 ) 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 47 ( 1 ) 1 17.39 ％ 84.78 ％
東白川 11 ( 0 ) 14 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 14 ( 0 ) 4 45.45 ％ 100.00 ％
石　川 36 ( 1 ) 35 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 35 ( 1 ) 2 28.57 ％ 100.00 ％
矢　吹 10 ( 1 ) 12 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 12 ( 1 ) 3 27.27 ％ 45.45 ％
白河西 64 ( 5 ) 66 ( 6 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 66 ( 6 ) 5 100.00 ％ 100.00 ％
須賀川ぼたん 13 ( 0 ) 12 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 12 ( 0 ) 4 50.00 ％ 91.67 ％
白河南 16 ( 0 ) 16 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 15 ( 0 ) 4 12.50 ％ 0.00 ％
県南分区小計 237 ( 10 ) 241 ( 11 ) 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 241 ( 11 ) 26 38.81 ％ 67.37 ％
原　町 23 ( 0 ) 24 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 24 ( 0 ) 0 25.00 ％ 100.00 ％
相　馬 29 ( 4 ) 31 ( 4 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 30 ( 4 ) 2 25.81 ％ 100.00 ％
浪　江 44 ( 2 ) 44 ( 2 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 2 ( 0 ) 42 ( 2 ) 2 30.95 ％ 100.00 ％
富　岡 40 ( 3 ) 40 ( 5 ) 0 ( 0 ) 2 ( 0 ) 3 ( 0 ) 39 ( 5 ) 2 23.08 ％ 100.00 ％
原町中央 42 ( 6 ) 43 ( 6 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 42 ( 6 ) 2 16.67 ％ 97.67 ％
南相馬 24 ( 3 ) 23 ( 3 ) 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 24 ( 3 ) 3 87.50 ％ 100.00 ％
相双分区小計 202 ( 18 ) 205 ( 20 ) 1 ( 0 ) 2 ( 0 ) 7 ( 0 ) 201 ( 20 ) 11 34.84 ％ 99.61 ％
本　宮 37 ( 5 ) 36 ( 7 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 36 ( 7 ) 3 36.11 ％ 86.96 ％
三　春 23 ( 2 ) 23 ( 2 ) 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 24 ( 2 ) 3 66.67 ％ 86.96 ％
常　葉 23 ( 0 ) 26 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 1 ( 0 ) 26 ( 0 ) 1 52.00 ％ 100.00 ％
滝　根 2 ( 0 ) 2 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 2 ( 0 ) 1 100.00 ％ 100.00 ％
船　引 45 ( 3 ) 48 ( 3 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 49 ( 3 ) 2 60.42 ％ 12.77 ％
小　野 20 ( 0 ) 19 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 19 ( 1 ) 3 21.05 ％ 100.00 ％
県中分区小計 150 ( 10 ) 154 ( 13 ) 1 ( 0 ) 2 ( 0 ) 1 ( 0 ) 156 ( 13 ) 13 56.04 ％ 81.11 ％
2530地区合計 2,227 ( 160 ) 2,248 ( 170 ) 3 ( 0 ) 16 ( 0 ) 38 ( 1 ) 2,231 ( 169 ) 169 57.31 ％ 82.34 ％

※7/1現在会員数には7/1入会者9名・退会者1名を含んでいます。
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